
第 10回名立区地域協議会 次第 

日時：令和 4年 1月 26日（水） 午後 6時 30分から 
                      場所：名立区総合事務所 2階 第 2会議室 

 

1 開 会 

 

 

2 報告事項 

⑴地域協議会会長会議について           …資料 No.1-1、1-2、1-3 

 

 

 

3 協議事項 

⑴令和 4年度地域活動支援事業について 

 

 

 

⑵令和 3年度研修について             …資料 No.2  

 

 

 

⑶自主的審議事項「ろばた館の存続に向けて」 

 

 

 

4 その他事項 

令和 3年度第 11回地域協議会の開催予定 

・令和 4年  月  日（  ）午後  時  分から 

 

 

 

5 閉 会 



























































令和 3年度名立区地域協議会研修計画（案） 
 

【目 的】 

区内の住民の生活に大きな影響のある事柄について理解を深め、新たな自主的審議事項を

検討するにあたっての参考とする。 

 

【内 容】 

名立区総合事務所職員から、区内で近年起こっている鳥獣被害や災害の状況について説明

を受け、意見交換を行う。 

会場：名立区総合事務所 

項目 内容 

鳥獣被害 
クマ・イノシシの発見数、捕獲数、現在行っている対策、

今後の課題 

災害 主要な災害（豪雨、地滑り）の報告、対応状況 

大雪 
昨冬の大雪による被害、発生した問題、今後に向けて講じ

た対策 

 

【実施日】 

令和 4年 2月 8日（火） 

 

【タイムスケジュール】 

時 間 所要時間 内容 

18：30 0：15 

【鳥獣被害】 

クマ・イノシシの発見数、捕獲数、現在行っている対策、今後

の課題 

18：45 0：15 質疑応答 

19：00 0：10 
【災害】 

主要な災害（豪雨、地滑り）の報告、対応状況 

19：10 0：10 質疑応答 

19：20 0：15 

【大雪】 

昨冬の大雪による被害、発生した問題、今後に向けて講じた対

策 

19：35 0：15 質疑応答 

19：50 0：30 全体を通じての意見交換、その他地域課題について 

終了 20：20 計 1：50  

 

【今後の予定】 

 ・区内の市所有施設及び土地の状況及び今後の方向性について、別途研修を行う。 

資料 No.2 



令和 4年１月 日 

 

 上越市長 中川 幹太 様 

名立区地域協議会 

会長 原田 秀樹 

 

 

ろばた館の存続に向けて 

 

 かねてより自主的審議事項として取り組んできた上記件につきまして、下記のとおり意見を取り

まとめましたので、提出いたします。 

 

記 

 

○これまでの経過（市長が変わられたので記述） 

 平成 29年(2017年）     自主的審議事項案件として検討開始(勉強会） 

平成 30年(2018年）     正式に自主的審議事項として審議を開始 

                自主的審議事項提案理由 提示 

                           審議の過程において、区内住民へのアンケート実施を計画したが、

市との協議の結果中止 

以後勉強会形式で情報収集と意見交換を継続 

令和元年度末（2020年） 施設所管課から廃止の方向で検討中との市の方向性が示される 

令和 2年(2020年）      「第 4次上越市公の施設の適正配置計画」において「引き続き協議」

の方針が示される 

                           自主的審議事項として審議を再開 

 

○審議経過と内容について（時系列順で記述） 

  ・行政懇談会に合わせ 地域住民の意見を聴取 

 ・関係団体との意見交換を実施 

 ・アンケート実施を企画 

 ・分科会形式で意見交換・審議を実施 

 ・令和 3年（2021年）アンケート実施 

 

○地域協議会としての意見とその理由（主たる意見とその背景を述べる） 

 ・設置目的に「地域の生活環境の改善及び活性化と市民の福祉の向上のため地域活性化施設を設

置する」とある 

 ・地域住民や関係団体との懇談会では、ろばた館に憩いや集いの場としての大きな価値の指摘が

あった 

 ・アンケート結果から 温浴施設として 地域内外の交流施設としてまた地域活性化施設として

存続を望む声が大である 

 ・「地域防災の拠点」として、「地域振興の拠点」として大切 

 ・今ある施設を大切に長く利用していくことも地域にとっては重要 

 ・以上の観点からからろばた館の存続を希望する 

 ・現状の機能も含め「運用継続」の視点から 持続可能な運用方法を見出すべく、地域内でも施

設活用を継続的に協議する場を設け 地域協議会としても参画していく意思を示す 

 

○アンケート結果資料添付（解説無しで結果のみ提示） 

意見書構成案 


